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ハローキャリアワーク通信 

 
 今回は、楽天本社様の企画で「誰もが住みやすい

街をつくるには」という少し難しい問題に対して、

小学校３年生以上の子どもたち２０名（当日２名の

欠席）が、これまでの学びを活かして、それぞれの

キャリアを拡げるように取り組みました。楽天グル

ープは、様々なサービスを通じて、生活（この世の

中）を豊かにしてきていますが、さらに取り組みを

進めるために、世田谷区の子どもたちの意見を聴き

たいとのことで、楽天ソシオビジネスアスリート社

員の木村和平さんのお話をヒントに行いました。 

 初めに、楽天グループが

これまでに進めてきた内容

のお話を、質問を交えてプ

レゼンしていただきながら

伺いました。創業から始め

たネット販売（織田信長の

楽市楽座をヒントに、そして社名も『楽』の字）、その拡

大、そして現在は、通信業、金融業、旅行業、プロスポー

ツなど

世界各

国の

方々が、本社をはじめ、各支社に勤めています。そのた

め、社内では、基本的に「英語」での会話だそうです。

また、掲示物なども英語で「ダイバーシティー」の下、

会社を運営しているとのことでした。 

その中で、本社のある世田谷の子どもたちに、これま

で楽天が取り組んできた思いを受け止めてもらい、今後

の社会、世の中を「誰もが住みやすい街をつくるには」と

いうことを考えてほしいとのことでした。           

その前に、

楽天本社の中

の見学もさせ

ていただきま

した。社員な

ら無料の食

堂、お菓子などの販売、大切なお客様をお迎えする「レストラ

ン」、オンラインで会議ができる広い会議室、健康維持のトレ



ーニングジム、マッサージ室（木村さんの勤務場所）そし

て、少人数で会議のできる多くの部屋、机が上下する広い執

務室（コ

ロナで在

宅が多く

なったと

のこと）

など２７階のビル全体が社員の皆さんが機能的に、より

豊かに創造し、生き生き仕事ができるように作られてい

まし

た。            

いよいよ、木村さんのお話です。木村さんは、高校１年生

の時に網膜が病に侵され、「弱視」となり、これまで取り組

んできた「サッカー：プロを目指す」を断念しなければなり

ませんでした。その後、様々な方との出会いからパラアスリ

ートになりました。今回木村さんのパラスポーツという視点

で、自分とは異なる他者を知り、認め合うことで価値観を広

げ、優しさをもったより良い社会づくりにかかわるきっかけ

づくりとなることを考えてくださいました。そして、パラリ

ンピックを目指すアスリート達が社内でも活躍してい

ることは、ダイバーシティの象徴で、ダイバーシティ

という言葉を本質的に感じ理解する機会になると考え

ているようです。また、自分の弱みをみつめることを

恐れない、おかれた状況をポジティブにとらえる等今

の時代をいきるマインドセット、そして「ありがと

う」と

いう言

葉に込

められ

た思い

を木村さんの言葉で伝えてくださいました。その中で「アイ

マスク」を使って、動作を言葉で伝える難しさの体験もしま

した。 

その後、用意してくださいました「ワークシート」を基に

４つのグル

ープに分か

れて、各自

の考えをグ

ループごと

にまとめ、

発表する取

り組みを行

いました。



その内容は「相手を思うことの大切さを活かす街」「誰もが住みやすい街にするために、福祉や環境の改

善、住民を増やし、財政を健全にし、あらゆる行政サービスを進める」など、素晴らしい内容でした。教育

委員会のキャリア担当の高橋指導主事、木村さんから、子どもたちの取り組みにそれぞれ示唆をいただきま

した。 

最後に、正面の入り口で集合写真を撮っていただき終了しました。 

 



 

以下、他の場面の写真 

 


